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その温度依存性がいわゆる "キュリー ･ワイス則〝に従 うことが明らかにされてきた｡本論文
ではこれらの成果を背景とし,様々な有機液体分子の混合液を用いてその異方的反磁性帯磁率
























































§2 異方的有機液体における 〝キュリー ･ワイス則 〝
2-1 純粋な有機液体の場合 (4)
ここでは Langevinの理論(5)を分子間の相関を考慮に入れて拡張し,磁場配向によって生

















































因する異方的な反磁性帯磁率 xaを付加 した形で表わすことができるo この時異方的反磁性
帯磁率 xaは強磁性体に於けるキュリー ･ワイス則と非常によく似た表式となり "キュリー 定

























pN -N(ai+与 Aa) ,Ax





























U-1 r xl⊥ H2-土ヱ AxIH2cos202
α































































･-孟〔(卜 x)2Fll+x2,22+x(1-x)(F12･,21)〕 , (2･16)



















































































｣¢-27EZ (n2+2)(n2-1)(卜 x)AalAxl+xAα2Ax2 Xa
























E-E oe~iW t (0,eiky x ,ei(kzx+po))･ (3.2)
ここで y成分及びZ成分の偏光に対する波数ベクトルを各々 k,及び k としているoこれはZ
磁場に平行及び垂直な偏光に対する屈折率を各々nu,nl としたとき
k = ko nl , k =konN ,y Z (3.3)
と表わすことができる｡ここで koは真空中の波数ベクトルであるO従ってサンプル長Zを通




























































































































































(2.15d)式による "キュリー ･ワイス定数 ∂〝 の濃度依存性を確認するため,混合比とβ
との関係を示したものが Fig.7である｡ 横軸に総分子数に対するニ トロベンゼンの分子数の
比をとり,縦軸に "キュリー ･ワイス定数∂〝をとっている｡その結果 βはベンゼンのOKか
らニトロベンゼンの165K迄連続的に上に凸の曲線を描いて変化している｡Fig.7 での実線
はこの結果を用い最小2乗法で(2.15d)式のパラメータを決定した理論曲線である｡ ここで
純粋なベンゼン及びニ トロベンゼンの "キュリー ･ワイス定数∂〝を各々OK及び165Kとす
ると, (2･15d)式が含むパラメータは2種類の分子に対するAxの比 AxB/AxN と異種分子
間の相互作用係数 GN十㍍ Bであるo 但し添字 B及びNは各々ベンゼン及び ニ トロベンゼ
ンを表わすoこれらをパラメータとして最小2乗法で合わせるとAxB/AxN～1,
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場合には (2.15d)式より ≠キュリー ･ワイス定数 ∂ 〝 (2･15d)式よ｡得られた理論曲線
の濃度依存性は直線的であるはずであるoこのような物質を探る目的で四重極相互作用やAx
がないと考えられる球形分子,四塩化炭素 (CCl｡)を用いてベンゼン誘導体を薄めてみた｡
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N--1 xl⊥ H2 - ヱ AxIH2cos20-1 I,<n>cos202 2 2
一也 x ll H2 -地 Ax l,H2C｡S20′ 一旦 包 F′<n′' C｡S20′2 2 2
1- x







と表わされ, "キュリー 定数 C〝及び "キュリー ･ワイス定数 ∂〝は各々次式で与えられる｡
2
C-- lxfAx12+NoxpAxl′2〕H2 ,45k


























過剰な領域及びベンゼンが過剰な領域で得られた直線の交点よりxc～ 0･8, N.～5 としたO





であろう｡ その結果 ∬ - ∬ において理論曲線は滑らかにっながるものと思われる｡C
最後にベンゼンークロルベンゼン混合液にっいて考察する｡この混合液の場合両分子共 Ax
≠Oであるので(6.3)式, (6.5)式及び(6.6)式は次のように書き換えなければならない｡
N- 一字 xll H2-包 AxIH2 cos20-㌢ 1<-1>cos202
旦 旦 x′H2一也 Ax,H2C｡S20′一也 r′<m,,｡｡S20′
2 2 2
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個になったとする(即ちH-0でAN-0, a-- でAN- 2N/3である)｡ その時の帯
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